
（１）第102号 藤阪校区福祉コミュニティだより 令和６年３月25日(月)

発行責任者

藤阪校区福祉委員会

赤木 功

藤阪校区コミュニティ協議会

西田 政充

編集責任者 井上 茂

藤阪校区福祉コミュニティだより

藤
阪
校
区
の
第
1
次
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
藤
阪
小
学

校
は
、
枚
方
市
防
災
ガ
イ
ド

「
穂
谷
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
で
豪
雨
時
に
浸
水
被
害

に
遭
う
危
険
性
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
藤

阪
校
区
自
主
防
災
会
は
、
豪

雨
時
に
校
区
の
皆
さ
ん
が
田

口
山
小
学
校
に
避
難
し
て
も

受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
昨
年
６
月
に
田
口
山
校

区
の
自
主
防
災
会
と
約
束
を

結
び
、
10
月
に
は
両
校
区
合

同
で
広
域
避
難
訓
練
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
訓
練
の
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
て
藤
阪
校
区
自
主
防

災
会
は
、
避
難
場
所
を
さ
ら

に
拡
充
す
る
た
め
、
校
区
の

皆
さ
ん
が
菅
原
小
学
校
に
避

難
し
て
も
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
菅
原
校
区
自
主

防
災
会
と
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年

1
月
に
田
口
山
校
区
、
菅
原

校
区
、
藤
阪
校
区
に
よ
る

『
広
域
避
難
版
地
区
防
災
計

画
』
の
策
定
に
至
り
ま
し
た
。

藤
阪
校
区
自
主
防
災
会
の

西
川
明
会
長
は
「
今
年
1
月

1
日
の
能
登
半
島
地
震
は
大

き
な
爪
痕
を
残
し
、
い
ま
だ

多
く
の
方
々
が
不
便
な
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
も
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
大
災
害
に
備
え
、
日

頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
て

お
く
必
要
性
を
痛
感
し
て
い

ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

藤
阪
校
区
の
皆
さ
ん
の
豪
雨
時
安
全
確
保
の
た
め
に

私
た
ち
の
藤
阪
校
区
と
田
口
山
校
区
、
菅
原
校
区
と
の
間
で
こ
の
度
、
豪
雨
被
災
時
の
避

難
対
策
に
つ
い
て
合
意
し
た
『
広
域
避
難
版
地
区
防
災
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。
藤
阪
校

区
の
第
１
次
避
難
所
（
藤
阪
小
学
校
）
は
低
地
に
あ
っ
て
豪
雨
被
災
時
に
は
危
険
な
た
め
、

藤
阪
校
区
の
皆
さ
ん
が
田
口
山
小
学
校
や
菅
原
小
学
校
に
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
も
と
に
協
議
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
す
。

第１次避難所となっている藤阪小学校
田口山小学校、菅原小学校の位置

地図は枚方市作成の「きてみてひらかたマップ」より引用

『広域避難版地区防災計画』の概要

１ 計画の対象地区の範囲

本計画の対象範囲は「藤阪校区、田口山

校区、菅原校区」とし、藤阪校区の住民が

田口山校区および菅原校区の指定避難場所

にも避難ができるように定めた計画とする。

２ 基本的な考え方

有事（河川氾濫等）の際に避難場所等に

おいて混乱が生じないよう、相互の情報交

換および共存共栄であることを目的とする。

なお、本計画は、策定した校区の長期的

な安全と持続可能性を確保するための共同

の取り組みであり、会長の任期や変更に関

わらず、地域全体の合意と協力のもと継続

的に実施する。



今
年
度
の
「
一

人
暮
ら
し
高
齢
者

の
新
年
の
集
い
」

を
１
月
８
日
（
月
）

藤
阪
公
民
館
で
行

い
ま
し
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
は
、
梅
村
知

加
さ
ん
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
伴
奏

に
よ
る
阿
部
俐
希
さ
ん
（
プ
ロ
）

の
昭
和
か
ら
平
成
時
代
の
日
本

歌
謡
の
独
唱
。
シ
ャ
ン
ソ
ン
の

「
オ
ー
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
」
で

は
会
場
の
み
ん
な
と
の
「
お
お

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
」
の
大
合
唱
が

会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

恒
例
に
な
っ
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
大
潤
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
幸
運
を
授
か
る
「
獅
子

の
頭
嚙
み
」
に
は
多
く
の
リ
ク

エ
ス
ト
が
続
き
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
は
な
か
な
か
「
ビ
ン
ゴ
」

の
声
が
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の

全
員
に
記
念
品
が
渡
り
、
和
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
だ
収
ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
感

染
の
防
止
の
た
め
、
今
回
も
会

場
で
の
会
食
は
控
え
弁
当
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
３

回
目
の
「
子

育
て
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
」
を
３
月

８
日
（
金
）
藤
阪
公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
は
４
組
５
人
の
親
子
が

参
加
。
前
半
は
明
善
め
ぐ
み
園

の
寺
島
先
生
に
よ
る
手
遊
び
や

歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。
先
生
か

ら
の
「
マ
マ
が
疲
れ
ず
元
気
で

い
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
は
一

番
う
れ
し
い
の
よ
」
の
言
葉
に

マ
マ
た
ち
も
ス
タ
ッ
フ
も
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

後
半
は
紙
皿
の
タ
ン
バ
リ

ン
を
作
り
、
み
ん
な
で
曲
に

合
わ
せ
て
タ
ン
バ
リ
ン
を
上

手
に
た
た
き
な
が
ら
ダ
ン
ス

を
し
ま
し
た
。

こ
の
３
月
で
子
育
て
サ
ロ

ン
を
巣
立
つ
お
子
さ
ん
に
花

束
を
渡
し
、
今
回
も
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。
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美
声
に
感
動

み
ん
な
で
合
唱

〈
写
真
上
〉
阿
部
さ
ん
の
日
本
歌
謡

に
感
動

〈
左
〉
幸
運
の
「
獅
子
の

頭
噛
み
」
は
今
回
も
大
人
気

子育てホッと

サ ロン

元
気
な
マ
マ
が
一
番

ママと腹筋、リズム遊び。中央上が寺島先生

絵本の「金魚が逃げた」で金魚探しに夢中

今回参加の皆さん。あれ、もう一人

は？ ママの腕の中でお寝んね

日時：毎月第１・第３木曜日

午前９時30分～15分ほど

場所：市立図書館藤阪分室の横

主催・問い合わせ

元気かい！藤阪 事務局

枚方市地域包括支援センター

大潤会 ☎072-857-0330

日時：毎月第２・第４木曜日

午前９時30分～15分ほど

場所：藤阪平和苑集会所の横

ちびっこ広場

ひらかた元気

くらわんか体操

平和苑 藤阪公園 三角公園

次
回
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
は

７
月
５
日
（
金
）
で
す



「

藤
阪
西
町
い

き
い
き
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
を
３
月

９
日
（
土
）
藤
阪

ハ
イ
ツ
管
理
セ
ン

タ
ー
で
自
治
会
と

共
催
で
開
催
し
ま

し
た
。

62
人
の
参
加
で
会
場
は
満
席

と
な
り
、
「
さ
ん
さ
ん
銭
太
鼓
」

さ
ん
に
よ
る
多
彩
な
演
舞
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

河
内
音
頭
の
銭
太
鼓
や
よ
さ
こ

い
鳴
子
の
踊
り
、
高
齢
者
を
励

ま
す
替
え
歌
、
脳
ト
レ
の
た
め

の
指
遊
び
、
懐
か
し
い
銀
座
の

カ
ン
カ
ン
娘
の
歌
な
ど
で
全
員

が
身
心
と
も
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。

ま
た
、
滅
多
に
観
ら
れ
な
い

珍
し
い
分
身
人
形
の
踊
り
も
披

露
さ
れ
、
写
真
や
動
画
を
撮
る

人
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
の
1
時
間
で
し
た
。

「
来
年
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
よ
」
と
の
声
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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令
和
５
年
度

後
に
な
る
「
ふ
れ
あ
い
食
事

会
」
を
、
２
月
24
日
（
土
）
に
藤
阪
ハ
イ
ツ
管

理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
の
初
め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
大
潤

会
の
八
田
さ
ん
か
ら
「
高
齢
者
の
振
り
込
め
詐

欺
被
害
が
増
加
し
て
い
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
輝
き
」
の
３
人
の
療
法

士
さ
ん
に
よ
る
健
康
体
操
で
は
、
椅
子
に
座
っ

た
ま
ま
で
出
来
る
体
操
を
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
手
を
上
げ
て
下
ろ
し
て
、
左
？
右
？

ア
レ
、
ア
レ
い
つ
も
と
動
き
が
違
う
ぞ
と
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
日
頃
の
行
動
に
ひ
と
ひ
ね
り
し

た
動
き
を
入
れ
る
だ
け
で
転
倒
予
防
や
頭
の
体

操
に
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

右！左！上！下！ なんかややこしいけど体と頭すっきり

珍しい分身人形の演技に魅せられました

元
気
い
っ
ぱ
い

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

アレ？アレ？動きが違うぞ

〈
写
真
右
〉
「
さ
ん
さ
ん

銭
太
鼓
」
さ
ん
の
演
奏

〈
上
〉
銭
太
鼓
を
体
験

昨年11月24日に開催した世代間交流の

お礼のお手紙が藤阪小学校１年生と２年生

の児童から届きました。

「むかしあそびはむずかしかったけどが

んばった」「いえでもやってみた」「おし

えてもらえてうれしかった」などかわいい

感想が盛り沢山でした。

子どもたちからのうれしいお便り集

世代間交流にうれしい手紙
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今号から「藤阪の自

然」草木編がスタート。

藤阪ハイツ在住の立花

祐一さんに担当してい

ただきます。立花さん

は、身近な自然や植物

に触れてみたいと、主

に山田池公園や藤阪ハ

イツ内の多くの草花や

樹木などを調査・撮影

してＤＶＤに記録され、

2016年にこれらをまと

めた冊子『ふるさとの

草木を尋ねて』を出版

されました。これから

どんな草木が登場する

か、お楽しみに。<Ｔ>

１本の木に赤と白と

源平梅 ゲンペイバイ

ご協力 ありがとうございました

ご協力の結果 218,308円
（令和６年３月８日現在）

今 後 の 活 動 予 定

３ 月

28日(木) 藤阪元町・南町・天神町・

王仁公園ふれあいサロン

４ 月

４日(木) 藤阪小学校入学式

５日(金) 杉中学校入学式

春を彩る梅は、紅梅が先に

咲き白梅が続いて開花します。

山田池公園

の梅林で、

白梅に赤色

の花があっ

たので調べ

てみると、

源平梅と云

われている

のです。なぜ１本の木に赤と白の花が咲くの

でしょう。それは、白い花の木に赤い花が咲

くのではなく、もとは紅梅の木に白梅が咲く

という構図です。このような現象は梅だけで

はなく、桃や椿、ツツジ、アジサイなどにも

あるようです。

赤い色はアントシアンという色素から作ら

れますが、赤くなるためには多くの酵素を必

要とする様々な過程を踏まなくてはなりませ

ん。この酵素がひとつでもうまく働かなくな

ると、赤い色になれずに白い花のままとなっ

てしまうのです。

草木編 1

山田池公園の梅林に咲く源平梅

文･写真：立花 祐一

完成したスロープで公園の出入りが楽になりました

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
で

あ
り
、
災
害
発
生
時
に
は
一

時
避
難
場
所
に
も
な
る
藤
阪

ハ
イ
ツ
の
バ
ス
停
前
に
あ
る

藤
阪
西
公
園
に
ス
ロ
ー

プ
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
当
公
園
は
周
辺

道
路
か
ら
約
１
・
５

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
石
の
階
段
を
昇
り
降

り
し
て
出
入
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
不
便
な
状
況
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
令

和
２
年
に
藤
阪
ハ
イ

ツ
自
治
会
か
ら
藤
阪
西
公
園

の
管
理
者
で
あ
る
枚
方
市
に

対
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た

結
果
、
ス
ロ
ー
プ
設
置
が
実

現
し
た
も
の
で
す
。

地
域
住
民
か
ら
は
「
公
園

が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
」

と
い
う
喜
び
の
声
も
出
て
お

り
、
自
治
会
活
動
に
よ
っ
て

「
安
全
・
安
心
で
人
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藤
阪
西
公
園
に
ス
ロ
ー
プ
自
治
会
の
働
き
か
け
で

令和５年度 枚方市機関紙コンクール

当紙が２年連続部門優秀賞

令
和
５
年
度
枚
方
市
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で

本
紙
、
藤
阪
校
区
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り

『
ふ
じ
さ
か
』
１
０
１
号
が
、
昨
年
度
に
続
き

自
治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
の
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
「
写
真
が
状
況
を
的
確
に
と
ら

え
、
見
出
し
の
付
け
方
や
配
置
な
ど
読
み
手
を

意
識
し
た
紙
面
構
成
」
「
地
域
の
話
題
を
取
り

上
げ
る
取
材
力
」
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
今
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
32
団
体
が
応
募
し
、

13
団
体
が
２
月
20
日
（
火
）
に
枚
方
市
長
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。


